
巻頭によせて

兵 1小．県 ~I •f1 

’’、 f̀（笈氏
.,勺,'O年 Ill lil I'臼iii3 11.｝ 1(；分、兵ii渫1fj祁地妓を突然保ったマグニ←f• J ート・;_2<1)激謀ー 一

私たちは、以 hli ・ 淡銘）く9'i災で•瞬：こして多くの人切なものを失いました

このよtMi<I））＜災，『；-：よ、 Jtに1：話をしていた勅物たちにも人きな彩符を')•え、 ill,1L(/）なか、創し、

i：とはくれ路頃にjおう）こや拙の咬を街のあちこちで見かけたのです また、ベットを池れて迎難し

た}j々 は、 hi身の！火し、生話を強いられていました

.::.うしたなかにあヽ 9て、わずか祝災危I..I Ii後の I!121 n に、（社））~.hli リ，！！1~1俎IIj 会、 (tl:i 神） i1i,

即仄帥会、 <H:111.,t,:勁物船hI協会P滋IょttI))Jir様が 1.1らの被災をもかえりみず、ベットやt，Jぃ

i．を救援すぺ<IJU,1況 Iti部地ぷ動物救揉饂 を，．』かされたこと：i、まことに心曲<t:・iしいも<I)

でした この本部を巾心に、令l•Iからのポラン •r ィアか参加して、追竹9りiへ(l)餌 <I)配給、 ruU した

動物の収科 ． i屈符・治椒、飢fil人1/i1i．な動物の •I!｝ itかり、放浪動物(J) 似，屯、 1りi11 r,•ゃ 'I'．視抹しなど、

ぁ：）とあらゆる枚伍対裟かい）J的かつ成/J(I:）にh姐1されたところです このことにより 、とれたIt

多くの餃災行が91）)まされ、動物たらが救われtふことでし；う ここに改めて、深く敬芯、と必，対I/)．心：

をKします

今Irr|(/）動物救援泊!fo)Jの人さな広がりなどを通じ、動物たらはitなるヘッ！、として(!)fr(1だけでは

なく、 •jiht(/） •U であり． tiおこは心<I) よえとなっていたことを 1り,£.:.するとともに、人や動物はも

とより、 'I.さとしりけるものすべてが、 .IIIliぷよえ合い:¥,.i1、：こ共(iする地j●II会(/)枯染(}),Ji汝＼＂を

改めて1ii地したところです

こうした視．，＇ぶこヽ，I．って、し、ま Ji.-1靱，しでは、動物受，使．思想(!)it.I女啓梵や動物似，役 ’J心の推進をl•xl:I、

その応．し施，ばなる 動物愛＆七ンターtili.称） の如知こ努めています 今後とも． J，;：こIr．さる心

をJK4くに、 211It紀(/)I&iAtl会にふさわしい(~I込的復判を進め、人と l.1 然、人と人、人と ti．会が、以8l

し）し’I:．する”こころむかな）;;1,1,..,0)‘)；f)↓に令）Jをあげてまいり・よす0)で、杵！ふのより州のご幻妥

とこ協)JをおMlいIIIしあげます

最後に、水報；’，．,｝が、人ば且たか岱I• した均合の動物救仮休制の指杞として、 11、II人）外で i,f,/IJ される

ことをtlt念してやみません



動物救護活動への
感謝をこめて
神 I;d, J,l: 

堪： J.、ヤI入
即l!~,l ,ti祁地5'iの発’r．直後からつづけてこられました 動物救援ili!見がこのたぴ初期(/)II的を

逹成され、倍li終（されたとお伐lさし、動物救桜本部の）i々、 itぴに関係Y,・O)){i様方(I)1年1カJJ

に及ぷ心il.lまる取り糾みに対しまして、 心から敬立をiくするものです 息い起こせは、ば沙災‘IU)j

(I）i!MLした時期、神）i,「には餃災したiii民から多蚊にわたるり）＾よな＇災沼が寄せられておりました

そのIt1で、「'1T愛がっていた動物を探したい hllil・ししている動物が怖いので何とかしてほしいけ

がをしている動物がいるので助けてはしい1なとの動物救没に関するものも数多くございました

その‘’111.｝、神戸1|iとしてもその）＄り）さは，ふぶヽたしておりましたが、敗災Ililしに対する救，，1ki,ri勅を

最悦先諜題として取り組む•必 ＇災rtから 、 岐災動物対政を‘扇徊するまで()) i •分な人的余裕はなかっ I;

のが姐人でありましに

こ (I) ような時、動物愛設と市民へ(/)（似古発'r. l:IHI．．を lて1る観点から 、 神1i1fi猷,~帥会、 兵J'じ県猷医

師会及びH本動物似祉協会阪神必部())抒様が"'心となって、「）"ti,!(県出部地i，は動物救援本部 を','

々に，没立していたださました uたヽ・1..（ヰ；！し、神） i市としては動物筍秤センター蚊地を提供するなど

動物救援本部の泊動を09llhiからよ援させていただきました

その後、［全1i1各地からft,f(な浄lけが寄せられ、ボランティアの綸もKさな広がりをみせるなど、

叫く、 1tmt・、ポランティア、行政との連携が1:x1られた先駆的なポランティア沿動が動物救援本部

を核として被災地で広範11りに展開されました

人と動物との共生できる汁会への杖求が秘まる I Il、また沿よに例のない火，；己災で既イ／•O)概念やらil

度の枠を越えた対応が求められる今LI、この 1年、1カ）lのIillに行様Jiが体験された竹{(なi甜i/）を，；し

鎌に11．めることは減に応み深く、木槻';・、りが多くの）i々 にごitlllされますことを念韻してやみませ

んc

私たちは、成災の拳f験から，浚lkに学ぴ、その教，捐を様々な分野で将米のためにいかしていかれば

なりません 杵様｝jにおかれましても、このたぴの経験をこれからの動物愛設i,；動に9人映され、允

丈した取り組みを展I；りされよすことを祈念いたしまして、.1.J、0)を頃のこあいさつといたします



..,..、
し 挨 拶

n1-t1法人 II本行し IX糾i会

会長 杉ふ文笈
阪神・淡路人設災から約2{卜を経過しようとしております

その激，！い災’,＇｛の発’I・・ヽ1,1時を．敗、起こしますと、 ナレビ報辺(/)時間経過とともに、クじれの放、骰，1:
の状況が椀大して＼ヽ<0)を兄るにつけ、 ・Iiの'ru,11:、深亥IIさ：こ背邪が寒くなるのを1:tえたも0)でし

た

その後、！ぶし、のほか急速に復lIlh業が進めらてれて＇.ヽるようですが、 6.27!）人にも(/)：まる多くの

祁t9命か失われ、 31. 9(）（）人(/)Jiが［l（りし、よた、未たに人l況されてしヽる Iiや、 flx,~Hi:'Ui: まし、(/)Jj

が多数おられる状況にあることを忠＼ヽますと、そのfl!i仰）人ささ、深さに心が祈み、改めて杖しよ

りお｝ぼtヽ,1,し1・.itるとともに、 •II も '1'•l',Ti起、完令．iii典を祈念する次第です

この大し't災でば、（社）兵r,1滉，し臥l'べ（りJi会l奴．びに（社）神Ii,li日KIX帥会の会tlのIiも多放留災されまし

たが、自ら匝，1｛を破ったにもかかわらず、 II1,jr代 1,-;(~li会は、 (t-1:)H 本動物h,ihl：協会り叶l1k部と辻桜、

協，i1 して敗災後1／りもなし 9‘I;•1,li:7年111 |、1,)には兵9中．県 1¼.i部地戎動物救hMi部を、，’!ii'i され、殷災動物

(/）救，，術，t動を精／」的に1:11始されよした

以来今 II まで、この救,l~iMJJに対して令1,1から．がせられた 2i必tiT・ Jil'Jrこのほる義枕全とボl'べ帥

会員を含む延べ2Ji人以上のポランテ｛ア0)}j々 の杵慈にとえられながら、救松本tA;(/）、lt々 ならぬ

ご尽／j`MI:身的なiれ1('))によって総頭数1556頭の）~i','i守の9))物を救，もし、先般照 •I•に兵f,j滉，！ lfi 沿；地

t韓J物救，．射泊9)) を終（されよしfこことは．成に ..:’I1919袋(/)J~ りです

そして、救援本祁では、このたび、これまで0)i，暉動，,cUをこのような、．f．派な音U'i．りとしてとりま

とめられたことに対しよして心から数迂：を＆しよす n然災方が発’l；しなしヽ よう崩lってみても、残

念ながらそれから逃れる.::とはできず、 A自然がi991時そ 0)絶大なエネルギーを発散させるかは1•II り

ませんが、喉Iじ過きれば外さを忘れることのないよう、今後こ0)it ,tな報；＇i,りがイ;iIl9(/)·I•態におけ

る伽えとして多くのIiにi,r,tilされることを崩l,-（やみません

最後に兵f,]c県1ti部地sg動物救松本部の関係各位のこれよでのご，W労に対しまして、＇「（ねて深｝しな

る吹意と惑JHO)夕（！、只を&します



巻頓のことば

兵9,＂旧i部地’共動物救松本部

本い 勢Jt勝片
和戊7{I・ I JI 1711. •'ii,i7 0)大地は力咽I靱，！・1fi部を洛t、よした ,; r・余名の知ヽ人名を知ヽ、地

」．のあらゆる I！樟をri比欣し、 ilc,~Lに liiiれ kkを残した 後にはがれき(/)山が残り、（i：みt'iれた求l-1ふ

紅，＼をも失った

死れには沿詮、破災t・にはiしぼ0)9月'Aをlij/Jiすこと以外になすすべもなく、 1行1汲ピお兄冥をIII

し1：けた次れでありよした その後、広く令11.J各地からかせられたg))物に対するこ‘し1)1をくたされ

たJi々 に、心からおtLI|iし1・ける次第でありました 人災＇，i；でありましたが、よ経験のため f・f;':!)

をしながら兵1,j,:!,¥1ti部）彫＇砂）J物救訟人部をt兵l叫，t臥l矢帥会． t:神I;1lii1tl父帥会、 'II・・11.f>:勁物k,ihl・

協会P柑1, 女部が；K ランナ イア活9)]を ~;i!！りとして、i’柑 iri した tti月1ぽ棠：よ、 IIl、l,！． Ili、町(l)ji政指；!l-.

協 J) を t}ながら駄 I:2 カ所に勁物救，！廷ンク ーを，，'tげて、全,~1から；ドランナィアをら況出しながら（し

＆行会，ぶを・T（ねて 1年10ヶjli‘-わたって防災動物の救板泊動をil'lヽよ した

この間多くの教，，lllを学び、 Ji.省とともに比機応変の1/¥;r/.H麻を，，怜じてl.:iOO、/tyii(/)動物を収容

し、 l. （)()(）全リ(lを ’l '•況に送り11. (KK)余vilを出~/. if激し、勅物栄，iに関するil:il90)i:．和こ1111ってf）)物

函，I§閉1>110)はjiりを来たしながら話動をも’f入ることがでさよした

こ(/)·,'{災 （但咳ば lthiヽ．県(/)みの1."，J:liiではなく、 •K IlI 災‘,•r- 、 1.1然災1；の多発する 1 1,1,: 1 ,1 1·.·c:11 /'l,(/）

靡令IL|(/）動物防災f,t,:a,11が足非必疫であることを利感いたしました

災‘,1;が兌’l．すれば、え通；会絶． 通（，祁能、火災発’l、水‘・り発’I：●、水、食r.:1:不足、比l淡多発、人、

動物は身:WJさがとれなくなります

f1:J ・ fl治（本・ 民1111が・体となった[Jj災対策1月1知0)＇IJ.J91訓，t!がもっとも必＇校であると忠われ 、こ0)

椴会に関係印·,•に Ki しまして今後の！し（本的な対第の構妥を狛うものでありよす

l~l•I,·！庫ifい地設動物救松本沿；ば、 緊急災‘,if11.'i動物救板本部」に、今後））かにも11,1内で人・災，if

ヵ況：‘1,したとき、今l!!l'i.¥iされた義扱合を活Illし、破災した動物を枚うぺく、私限を(i1J,;'lして1(l<：： 
とをt、}に決めました この動物救，必活動I9lItJヽ,,、1,1.県、Ili．町の関係ii政横1¥fl.没杭金にこ協）J

釧lt ヽた多く (/)Ii 々、 J奴び、 1伽成1•り （本，：t兄に対してJI/．く御~Lを 111 し 1•げます また、本悧；出り(i成

に‘’it↓'）ては人ーりdir、ik学tit1知l:_fり！学教究太Ill光11)1助教投：こは}.£tl:を忘れるほど多人な..:辟．らを

匹り、 '1ir..I l翫屯1.-|｝劇株3し会社Jilllし(I&・（社及の大亥なご協J)により、この報；＇i,りを梵1・11すること

がでさました ここに19liltに対し深i［なる感州の、；とを｝ぐわします 今後、人と動物が災，i｛に屈する

ことなく、共(ijt栄でさますことを窮lt、、 i,q:fl）J報；’iのおtしの，；位と＼ヽ たします 竹様0)こと1ふご

協 JJ＆に（I•:) 帷う..:'ざ＼ヽよした



まえがき

近代都市を勲—9 たはじめての大地裟に際し

て、ム旦江葬饂てどie紐たらは、直
に被宙を受けたばかりでなく、人の勁向に人

きく），らされ、二車に被宮を受けた」この記

録はこうした勅物たちを救うために、どのよ

うに行動したかを記したものであふ

この活亜りは単に被災した勁物たちを救ヽった

ばかりでなく、勁物9949設活勁を通じて、人
々は自らを救っとことになる」叶斗m月22日
in• 神戸文化ホー｝ンで開｛崖された阪神·淡浜

人た災シンポジウム 1人と勁物の大沼災 何

が起こり、何をすべきかJで袢戸市獣区師会
長・旗谷凸彦氏は以下のように述ぺtこ i記
憐に新しいところで、苔円岳の火山擦発ある

いは奥尻品の地足においても多くの動物たも

が被災し、救睦i舌勁が展開されましtらしか
し、今阿ほど勁物の救護が話題になったこと

もなかったし、これほど）、規楼な救誘話勁が

展間されたことは合てなかったと思います。

そのために介てが初めてのことばかりで、勁

物救設活勁のスタート吋点では戸惑いの速視

であり、失敗や模索を株り返しながらも、多

くの皆様から寄せられた被災勅物を何とか助

けて欲しいという期待と凱いは非常に強いも

のかございました。その表れが、全国から兵

．黙南部地ご勁物19投本部に寄せられた 2億
2 千万円羞時•iこのぽる我採令であり、また

関係諸団休、企業の途力なこ~KIi、そして忘

れてはならないのが、勁物を助けな汁れば＿

と一途な気持ちで北は北海道、南は九州から

掛け1-1けて頂いた、のべ1h 9千名にの！まる
ポランティアの皆さんの献身的な努力と文え

であります，ー／」＇、私這もこれらの活勁を迎

Lて文に多くのことを学びました。なかでも
この勁枷たt，の教祁はたがitに動物の面を救っ

ただけでなく、牢ーは多くの被災市代を総3.i且
勃につながっているのだということですc 家

族を失い、家を失い、生きる希翠さえ失った

人、あるいは裳災により心に人きな低を負’’

た人々が、助物がいたから生きられたと語る

人、勅物を叶かすために生きる力を得た人、

また小安な毎Hを込｀ている多くの人々が、
動物とー諸9ご券らすことより、何とか心の安

らぎを得ようとした。やl「口勁物救設センター

で保投収容し、里執に引き収られた勅物の実

に69％が被災地である神戸市を始め兵湮原下

で苔らしているキ実、地た前まではそれほど

気にもかけてなかった犬や茄を池にかわいが

りだした，)，新たに勃物を飼育し出した人が

増えたという串文、さらには勁物病院を訪ね

ろ人と勅物が増加したという卓実は、大妥災

か［,,勁物は掛け替えのない家族の一員とL
て、人と共に逃げ惑い、避難l叶きていたと
いうことです，この大天災は、ロンパ-こオン

アニマル、 9半侶勁物という言莱が盛んに使わ
れる9[9で、 Hに見えない桔91的な荊丁を無窓
森のうちに動物を没しもことにより他そうと

した行勅、あるいは、無心な動物と接するこ

とにより知らず知らずのうちに心の安定を得

ようとした行勁が浮き彫りにされましたc

この大定災では実に多くの人々が勅物によ

i)助けられたことを強く心にとどめ、今後は

さらに水準の点い勅物福祉に向けて我々は

唱の努力をしていかなければならないと考え

ますJ

人が、動物とともに、より生かな生活を粒

けるために、この大地裳における人と動物の

ふれあいを詳細に記録し、この大地英が新た

なスタートになることを願い、本杏を刊行す

る，

被炎した動物を救う行勁がどのような経緯

で始まったか，特に、勧管法に関わる兵迪県

ならびに市町村の和当者は、人の救笈活勁が

側よりも侵先される状況のなかで、苦悩から

の，>,発であった，

この大茄災において、到物愛点の99神に基
,,くさまざまな活動が1固J、あるいぱ団体によっ
てなされた，本苔では、それらの活勁をすぺ

て網柑することは出来ない，巻頃芦にも述ペ

られていろように、 4苔は、我が国の勁物行
政にa,Jった動物愛没活動の 環として、行政
の指荘を受け、 9社）兵限県獣医師会、 9社9
神戸獣医1叩会ならぴに（社‘n本動物猫祉協
会椒仲支部を中心にしたポランテイア活動を

記すものであな

なお、小文中、敬称を略している箇所があ

りますc ご了承くださいc


